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１　業務の背景及び目的 

　本業務は、新庁舎整備に伴う仮庁舎移転に際し、生成AIによる案内システムを導入し、来庁者

が、曖昧な質問からでも音声や視覚的な対話等を通じて迷わずに行きたい窓口へ辿り着ける環

境を整備するものである。 

　仮庁舎は、民間ビルの4階から7階を賃借する計画だが、1階が無人フロアのため、来庁者が手

続きや相談を行うフロアに迷わず正確に到達できるよう、フロア案内の効率化を図る必要がある。 

　複雑なフロア構成による移動負担や、不慣れな場所であることの心理的ストレスを最小化し、対

人案内以上の正確性と即時性をもって案内し、来庁者が迅速かつ正確に行政サービスを享受で

きる環境を構築することを目的とする。 

 

２　業務の概要 

（１）件名 宮崎市仮庁舎AI窓口案内業務 

（２）発注者 宮崎市 

（３）設置場所 株式会社宮崎放送現社屋　宮崎市橘通西4丁目6番7号 

（４）業務内容 別紙「宮崎市仮庁舎AI窓口案内業務仕様書」のとおり 

（５）履行期間 初期構築期間 

運用保守期間 
契約締結日から令和８年１２月３１日まで 

令和９年１月１日から令和1２年１２月3１日まで 

（６）提案上限額 

（内訳） 

￥10,994,000（消費税及び地方消費税を含む） 

令和８年度限度額　￥6,336,000 

（初期費用と令和８〜１０年度の月額費用２７か月の一括払い） 

令和１１年度及び１２年度限度額　￥4,658,000（月額費用２１か月） 

（７）その他 本業務は、地域未来交付金を活用した事業である。契約代金の支払いについて

は、（６）提案上限額のとおり、令和８年度に初期費用と令和８〜１０年度の月額費

用を一括払い、令和１１年度及び１２年度は原則年度払いとする。 

 

３　公募スケジュール（予定） 

実施内容 期日等 

(１)　参加の受付期間 
令和8年８月３日（月）から 

令和8年８月２５日（火）まで 

(２)　質問の受付期間 
令和8年８月３日（月）から 

令和8年８月１０日（月）まで 

(３)　質問に対する回答日 令和8年８月１７日（月） 
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(４)　参加資格確認結果通知日 令和8年９月２日（水） 

(５)　企画提案書等の提出期間 
令和8年９月３日（木）から 

令和8年９月１４日（月）まで 

(６)　プレゼンテーション 令和8年９月３０日（水） 

(７)　審査結果通知 令和8年１０月上旬頃 

(８)　契約締結 令和8年１０月中旬頃 

※各実施日については、変更の可能性あり。 

 

４　参加資格 

　企画提案に参加する者は、次に掲げる要件をすべて満たしていること。 

(1)法人格を有していること。 

(2)地方自治法施行令第167条の4第1項に該当する者でないこと。 

(3)会社更生法(平成14年法律第154号)第17条の規定に基づく更正手続開始の申立て又は民

事再生法(平成11年法律第225条)に基づく再生手続開始の申立てをしている者でないこと。 

(4)宮崎市税及び国税について滞納がないこと。 

(5)役員等が宮崎市暴力団排除条例(平成23年条例第47号)第2条第3号に規定する暴力団関

係者ではないこと。 

(6)参加申込書の提出期限から最優秀提案者の選定までの間に、宮崎市入札参加資格停止要

綱（令和7年告示第368号）による入札参加資格停止措置を受けていないこと。 

(7)過去5年度以内（令和3年4月1日から参加申込書兼誓約書提出まで）の間に、官公庁（地方

公共団体又は国の機関）に、生成AIによる案内システムを導入した業務実績が１件以上あること。 

（８）本市が定める「宮崎市情報セキュリティポリシー」を遵守できること。 

 

５　質疑の受付及び回答 

（１）質疑の受付 

ア　提出方法 質疑書（様式第１号）に質疑内容を記入のうえ、電子メールにて件名を「宮崎市

仮庁舎AI窓口案内業務に関する質疑書」とし、提出すること。 

送信後は、必ず事務局宛に電話をし、受信確認を行うこと。 

なお、公正を期するため、電子メールのみの受付とし、参加者からの電話等によ

る個別の質疑は受け付けない。 

イ　受付期間 公告日から令和８年８月１０日（月）午後５時まで 

（２）回答 

ア　回答方法 回答をとりまとめのうえ、本市のホームページに掲載し、個別には回答しない。

ただし、質疑内容が参加者の特定のノウハウ、独自技術、アイデア等を含み、そ
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の公表が当該参加者の権利、競争上の地位、その他正当な利益を害するおそ

れがあると市が判断した場合は、当該質疑及び回答を本市のホームページに掲

載せず、当該参加者に対してのみ個別に回答する。 

なお、質疑回答書は、本要領及び関係する書類の追加変更又は修正として同

等、もしくは置き換えるものとする。  

イ　回答日 令和８年８月１７日（月）予定 

 

６　参加申込の手続き 

（１）事務局（問い合わせ先） 

　〒880-850５ 宮崎市橘通西一丁目１番１号  

　宮崎市総務部庁舎整備課（本庁舎3階　担当：井川、森） 

　電　話　0985-21-1724 

　メール　shinchosha@city.miyazaki.miyazaki.jp 

（２）提出書類 

　申請日時点で令和６・７・８年度宮崎市競争入札参加資格者名簿に登載されている場合、下表

の④〜⑦は提出不要。 

 提出書類 提出上の注意 

① 参加申込書兼誓約書（様式第２号）  

② 法人概要書（様式第３号）  

③ 実績確認書（様式第４号） 契約実績を証明する書類（写し可）を添付

すること。 

④ 市税等の課税・納付状況確認同意書（様

式第５号） 

宮崎市で課税がない場合（宮崎市に支店

等がない又は法人代表者の住所が宮崎市

外）は提出不要。 

⑤ 国税に滞納が無いことの証明(発行日から

３か月以内、写し可) 

納税証明書その3の3（「法人税」及び「消

費税及地方消費税」について未納税額の

ない証明用） 

⑥ 商業登記簿謄本(発行日から３か月以内、

写し可) 

現在事項全部証明書、履歴事項全部証明

書のどちらでも可。 

⑦ 暴力団排除に関する誓約書兼照会承諾書

（様式第６号） 

 

（３）提出方法 
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ア　持参又は郵送（特定記録郵便または書留郵便に限る）により、（１）の事務局あて提出する

こと。 

イ　提出については、平日（土日祝日等の休日を除く。）午前9時から午後5時までの時間帯に

受領する。なお、持参の場合は、事前に事務局にその旨を電話連絡すること。 

ウ　郵送の場合は、提出期限までに必着とする。発送後は必ず事務局まで電話連絡を行うこ

と。 

エ　各書類は指定の様式を使用し、用紙はA4判又はA3判（A3判はA4サイズに折り込み）と

すること。 

オ　提出書類一式を「６（２）提出書類」の番号順（昇順）に重ね、左長辺の2箇所を平綴じ（ホ

チキス留め）して、提出すること。提出書類一式を通じて一連の通し番号を付し、各ページ

の下部右側に「現ページ／総ページ数」（例：1／5）の形式で記載すること。 

カ　紙媒体に加え、同内容の電子データ（PDF形式・ウイルスチェック済）を格納したCD-R等

を1枚同封すること。盤面及びケースには「参加者名」及び「件名」を明記すること。 

（４）提出期間 

令和８年８月３日（月）〜令和８年８月２５日（火）午後５時まで 

（５）参加申込の結果通知 

参加申込の結果について、令和８年９月２日（水）に書面にて通知する。 

 

７　企画提案書の提出 

（１）提出書類 

提出書類 部数 備考 

① 企画提案書表紙 様式第７号 １部  

② 企画提案書 任意様式 ６部 

(正本１部、

副本５部） 

提出上の注意点は以下（４）

参照。正本1部は、社名を含

むもの。 

③ 提案価格見積書 様式第８号 １部  

④ 提案価格見積書積算内訳書 任意様式 １部 次に掲げる項目を明記し、提

案する実施項目の費用が分

かるように内訳を記載するこ

と。なお、令和８年度に初期

費用と令和８〜１０年度の月

額費用２７か月分を一括払

いとするため、令和８年度、

令和１１年度、令和１２年度の

費用を記載すること。 

●​ 初期費用（システム構

築費、筐体費等） 
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●​ 月額費用（運用保守

料等） 

●​ その他内訳 

（２）提出方法 

ア　持参又は郵送（特定記録郵便または書留郵便に限る）により、６（１）の事務局あて提出す

ること。 

イ　提出については、平日（土日祝日等の休日を除く。）午前9時から午後5時までの時間帯に

受領する。なお、持参の場合は、事前に事務局にその旨を電話連絡すること。 

ウ　郵送の場合は、提出期限までに必着とする。発送後は必ず事務局まで電話連絡を行うこ

と。 

エ　指定様式の用紙サイズについてはA4判とし、その他の任意様式の用紙サイズはA4判又

はA3判（A3判はA4サイズに折り込み）とすること。 

オ　正本は、「７（１）提出書類」の番号順（昇順）に重ね、左長辺の2箇所を平綴じ（ホチキス留

め）して提出すること。正本全体を通じて一連の通し番号を付し、各ページの下部右側に

「現ページ／総ページ数」（例：1／5）の形式で記載すること。 

カ　副本は、1部ずつ左長辺の2箇所を平綴じ（ホチキス留め）して提出すること（計５部）。副

本各部それぞれ通し番号を付し、各ページの下部右側に「現ページ／総ページ数」（例：1

／5）の形式で記載すること。 

キ　紙媒体に加え、同内容の電子データ（PDF形式・ウイルスチェック済）を格納したCD-R等

を1枚同封すること。盤面及びケースには「参加者名」及び「件名」を明記すること。 

（３）提出期間 

参加申込の結果通知日〜令和８年９月１４日（月）午後５時まで 

（４）企画提案書（本文）について 

ア　社名や社名を類推又は特定できる表現(ロゴ、社員名、連絡先等)を表紙や目次のほか、

本編中にも使用しないこと。（企画提案書正本を除く） 

イ　文字サイズや書体についての指定はないが、判読しやすいものとすること。 

ウ　図、絵、写真等の使用は可とする。 

エ　指定の規格・枚数以内で作成すること。 

オ　別紙「宮崎市仮庁舎AI窓口案内業務仕様書」等を踏まえ、以下の提案項目順に作成する

こと。 

提案項目（記載内容） 規格・枚数 

１）業務実施方針 

本業務の背景や目的を踏まえ、業務実施方針

や実施体制、工程等を記載すること。 

２）機器機能 

　①基本機能・操作性 

　②遠隔機能 

　③AI回答機能 

（任意様式） 

A３規格横（片面） 

２枚以内 
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３）運用保守管理体制 

　①操作研修及び運用支援 

　②サポート体制 

　③セキュリティ 

４）拡張性・将来性・追加提案 （任意様式） 

A３規格横（片面） 

１枚以内 

（５）留意事項 

ア　提出された企画提案書は、契約の基本方針となるため、提案内容は実現が可能な内容の

み具体的に記載すること。選考後であっても、提案された内容に変更があった場合は決定

を取り消すことがある。 

イ　仕様書以上の業務項目や内容が盛り込まれている場合は、その要点・効果等が容易にわ

かるように記載すること。 

 

８　評価方法 

（１）評価基準 

　別紙「評価基準」のとおり 

（２）プレゼンテーション及びヒアリングの実施 

　企画提案書の内容について、プレゼンテーション及びヒアリングを対面またはオンライン（

Google Meet）で実施する。実施の詳細については、参加資格要件確認結果通知時に案内す

る。 

ア　実施日及び会場 令和８年９月３０日（水）　会議室棟　第１会議室（予定） 

イ　出席者 参加者３名以内 

ウ　実施時間 プレゼンテーション　２０分 

ヒアリング　２０分 

合計４０分（セッティング・撤去に係る時間は含まない。） 

エ　貸出物品 机、椅子、電源、5５型モニター（HDMI接続）、HDMIケーブル 

※その他の物品については、参加者の負担において用意すること。 

※オンラインでの必要な物品等は、参加資格要件確認結果通知時に案内

する。 

(3)最優秀提案者の選定方法 
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ア　審査委員会が、提案内容の審査を行い、評価基準に基づき採点を行う。 

イ　失格者を除き、各委員の採点の合計点数が最も高い参加者を最優秀提案者として選定す

る。なお、次順位者を次点提案者として選定する。選定後、市長が優先交渉権者と次点交

渉権者として決定する。 

ウ　合計点数が同一の参加者が複数いた場合には、評価基準のうち「機器機能」の点数が高

い参加者を最優秀提案者として選定する。 

エ　上記にかかわらず、合計点数が評価基準点数全体の６０%未満の場合には、最優秀提案

者として選定しない。 

(4)その他 

　次に掲げるいずれかに該当した場合には、失格とする。 

ア　参加申込書又は提案書類について、提出期限を過ぎて提出された場合 

イ　提出書類に虚偽の記載があった場合 

ウ　見積金額が、提案上限額を超えている場合 

エ　対面での実施においてはプレゼンテーション開始時間までに正当な理由なく会場に来な

かった、又はオンラインでの実施においては本市の通信事情による場合を除き、プレゼン

テーション開始時間までに指定のGoogle Meetに入室しなかった場合 

オ　委員への接触を図る等、審査の公平性を害する行為があったと市が認める場合 

 

９　審査結果の通知及び公表 

　参加者全員に文書で通知する。また、結果については、次の項目を本市ホームページで公表す

る。なお、他の参加者の提案内容や、選定結果についての問い合わせには回答しない。　 

●​ 優先交渉権者の名称、点数 

●​ 参加者の名称(50音順) 

●​ 優先交渉権者以外の点数(点数の高い順) 

 

１０　契約に関する事項 

（１）契約の締結 

　優先交渉権者と本市の間で、業務内容、経費等について再度調整を行った上で協議が整った

場合、契約を締結する。 

(2)契約保証金 

　契約締結にあたっては、受注者は宮崎市財務規則(平成元年規則第1号)第105条1項の規定に

基づく、契約保証金を納付しなければならない。ただし、同項各号に該当するときは免除とする。 

(3)その他 

　優先交渉権者の選定後、特別な事情により契約を締結しない場合は、次点交渉権者を相手方と

する。 

 

１１　その他 

(1)提出書類の取扱い 
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ア　優先交渉権者の企画提案書を除き、提出された書類等は後日事務局にて廃棄する。 

イ　提出された書類の訂正・差替えは認めない。ただし、本市から指示があった場合は除く。 

ウ　提出された書類は、審査作業において必要な範囲で複製する場合がある。 

エ　提出された書類は、本プロポーザルにおける最優秀提案者選定以外の目的では使用しな

い。ただし、情報公開請求があった場合には、宮崎市情報公開条例及びプロポーザル方

式による事業者選定情報の公開基準（本プロポーザルに限る）に基づき対応する。 

 

プロポーザル方式による事業者選定情報の公開基準（本プロポーザルに限る） 

凡例 ○：公開、△：部分公開（注1）、×：非公開 

対象情報の名称（例示） 契約締結前 
契約締結後 

（注２） 

提案 

参加申込書兼誓約書 ✕ ◯ 

実績確認書 ✕ △ 

企画提案書、その他提案に係る提出書類 ✕ △ 

提案価格見積書 ✕ △ 

プレゼンテーション、ヒアリングの内容 ✕ △ 

評価 
事業者を選定するための評価項目・配点 ◯ ◯ 

評価結果（注３） ✕ △ 

審査委員会 
委員名 ✕ ◯ 

議事内容の記録 ✕ △ 

(注１）　宮崎市情報公開条例に該当し、公にすることにより個人の権利利益を害するおそれがあ

るもの、当該法人等又は当該個人の権利、競争上の地位その他正当な利益を害するおそ

れがあるもの等を除いた公開とする。 

（注２）　辞退者に係る情報は含まない。 

（注３）　評価結果は委員及び被選定者が特定できない形での公開とする。 

 

(2)その他 

ア　本プロポーザルに係る費用については、すべて参加者の負担とする。 

イ　参加申込書の提出後、本プロポーザルへの参加を辞退する場合は、参加辞退届（様式第

９号）を提出すること。 

ウ　企画提案書及び見積書は、1者につき1提案に限る。 
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